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5 2023（令和5年）

◆  5 月 の 税 務 と 労 務 5月

地方税納付書にQRコード　令和5年度から、地方税の納付書に「地方税統一QRコード」
（eL-QR）が付されています。このQRコードにより、市・県民税（普通徴収）や固定資産税・
都市計画税、自動車税・軽自動車税（種別割）について、eLTAXや金融機関、スマホア
プリによる納税ができます（対象税目は自治体により異なります）。

国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月10日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 5月31日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 5月31日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の中

間申告（年3回の場合）� 5月31日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 5月31日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 5月31日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日

ハンカチの木
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5 月号─2

４
・
７
５
％
と
し
ま
し
た
。
２
０
２

２
年
年
初
は
政
策
金
利
が
０

−

０
・

２
５
％
だ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
大
幅

上
昇
で
す
。
イ
ン
フ
レ
へ
の
対
応
を

進
め
る
中
、
あ
と
２
回
程
度
継
続
的

な
利
上
げ
が
適
切
で
あ
る
と
表
明
し

ま
し
た
。
F
O
M
C
は
世
界
の
金
融

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
非
常
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
詳
し
く
見
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

一　

F
O
M
C
と
は

　

F
O
M
C
と
は
、Federal O

pen 
M

arket Com
m

ittee

（
連
邦
公
開
市

場
委
員
会
）
の
略
で
米
国
の
金
融
政

策
を
決
定
す
る
会
合
の
こ
と
で
す
。

F
O
M
C
は
年
８
回
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
景
況
判
断
と
政
策
金
利

の
上
げ
下
げ
な
ど
の
方
針
が
発
表
さ

れ
ま
す
。

　

F
O
M
C
と
混
同
さ
れ
や
す
い

の
が
F
R
B
で
す
。
F
R
B
と
は
、

Federal Reserve Board

（
連
邦
準

備
制
度
理
事
会
）
の
略
で
、
日
本
に

お
け
る
日
本
銀
行
（
日
銀
）
と
同
じ
、

米
国
の
中
央
銀
行
制
度
の
最
高
意
思

決
定
機
関
で
７
名
の
理
事
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
F
R
B
が
開
く
金
融

政
策
の
最
高
意
思
決
定
機
関
に

F
O
M
C
が
あ
り
、
F
R
B
の
理
事

７
名
と
地
区
ご
と
の
連
邦
準
備
銀
行

総
裁
５
名
の
合
計
12
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

二　

F
O
M
C
が
株
式
市
場
や
為

替
市
場
に
与
え
る
影
響

⑴
　
株
式
市
場
へ
の
影
響

　

F
O
M
C
で
決
定
す
る
政
策
金

利
に
よ
っ
て
株
価
は
左
右
さ
れ
る
た

め
、
F
O
M
C
後
に
金
利
が
ど
う

な
っ
た
か
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
利
下
げ
は
企
業
の

資
金
借
入
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
下
が

り
積
極
的
に
設
備
投
資
を
行
う
企
業

が
増
え
て
景
気
を
浮
揚
さ
せ
株
価
が

上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
、

利
上
げ
は
資
金
借
入
の
コ
ス
ト
が
上

が
っ
て
過
熱
し
た
景
気
を
抑
え
株
価

が
下
落
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

つ
ま
り
、
利
上
げ
・
利
下
げ
の
目

的
は
経
済
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
で

す
。

⑵
　
為
替
市
場
に
与
え
る
影
響

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
為
替
は

日
々
変
化
し
ま
す
が
、
大
き
な
要
因

の
一
つ
と
な
る
の
が
「
各
国
の
金
利

差
」で
す
。金
利
が
高
い
通
貨
を
持
っ

て
い
る
と
多
く
の
利
息
が
得
ら
れ
る

た
め
、
金
利
が
低
い
通
貨
を
売
っ
て

金
利
が
高
い
通
貨
を
購
入
す
る
動
き

が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
F
O
M
C
で
利
上
げ

が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
米
ド
ル
を
持

つ
こ
と
で
得
ら
れ
る
利
息
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
他
の
通
貨
を
売
っ
て

米
ド
ル
を
購
入
す
る
動
き
が
増
え
為

替
レ
ー
ト
が
ド
ル
高
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
り
ま
す
。
為
替
市
場
に
お

い
て
F
O
M
C
は
非
常
に
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
政
策
金
利
が
発
表
さ

れ
る
瞬
間
に
為
替
レ
ー
ト
が
１
円
以

上
大
き
な
値
動
き
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

三　

F
O
M
C
に
関
係
す
る

経
済
指
標

　

F
O
M
C
で
は
利
上
げ
・
利
下
げ

を
決
定
す
る
た
め
景
気
を
判
断
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

金
融
政
策
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
指
標
を
参
考
に
し

て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
は

F
F
金
利
と
雇
用
統
計
で
す
。

⑴
　
F
F
金
利

　

F
F
金
利
と
は
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
・

フ
ァ
ン
ド
（Federal Funds

）
レ
ー

ト
の
こ
と
で
す
。
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ

ン
ド
と
は
米
国
の
銀
行
が
連
邦
中
央

銀
行
に
預
け
て
い
る
無
利
息
の
準
備

預
金
で
す
。
米
国
で
は
銀
行
同
士
で

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る

「
政
策
金
利
」
と
は
、
中
央
銀
行
が

設
定
す
る
短
期
金
利
の
こ
と
で
お
金

を
貸
し
出
す
期
間
が
１
年
以
内
の
場

合
に
適
用
す
る
金
利
の
こ
と
で
す
。

政
策
金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

「
利
上
げ
」、引
き
下
げ
る
こ
と
を「
利

下
げ
」
と
い
い
、
中
央
銀
行
の
金
融

政
策
の
一
つ
で
す
。

　

米
国
に
お
い
て
、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会（
F
R
B
）は
、
２
０
２
３

年
１
月
31
日
〜
２
月
１
日
に
開
催
し

た
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
F
O

M
C
）
で
政
策
金
利
を
０
・
２
５
％

引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
４
・
５

−

FOMCの決定
〜金利を考える〜



3─5月号

日
々
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
過
不
足
を
調

整
し
あ
っ
て
お
り
、
短
期
資
金
を
互

い
に
や
り
取
り
す
る
際
に
適
用
さ
れ

る
金
利
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
F
O

M
C
に
お
い
て
F
F
金
利
の
誘
導

目
標
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
米
国
に

お
け
る
政
策
金
利
と
し
て
の
役
割
が

強
い
で
す
。

　

ま
た
、
米
国
の
金
融
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
F
R
B
が
民
間
銀
行
向
け

に
貸
し
出
し
す
る
際
も
こ
の
F
F
金

利
に
一
定
幅
の
金
利
を
上
乗
せ
し
て

行
い
ま
す
。
景
気
が
過
熱
し
て
い
る

場
合
は
F
F
レ
ー
ト
を
上
げ
て
供
給

さ
れ
る
資
金
量
を
抑
え
、
景
気
が
減

速
し
て
い
る
場
合
は
F
F
レ
ー
ト
を

下
げ
て
供
給
さ
れ
る
資
金
量
を
増
や

す
こ
と
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
に
大
き
く
利
上
げ

さ
れ
た
の
は
米
国
の
イ
ン
フ
レ
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
F
F
金
利
を
あ

げ
て
抑
制
を
試
み
て
い
る
た
め
で
す
。

⑵
　
雇
用
統
計

　

雇
用
統
計
は
各
国
の
雇
用
状
況
を

調
べ
た
統
計
の
こ
と
で
す
。
米
国
雇

用
統
計
は
、「
失
業
率
」、「
平
均
時

給
」、「
週
労
働
時
間
」
な
ど
が
調
査

さ
れ
景
気
の
状
況
を
掴
む
上
で
重
要

な
指
標
と
な
っ
て
お
り
F
O
M
C

の
金
融
政
策
の
方
向
性
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

中
で
も
失
業
率
は
特
に
重
要
な
項

目
で
す
。
失
業
率
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
景
気
や
個
人
消
費
の
動
向
が

予
測
可
能
と
な
る
た
め
適
切
な
金
融

政
策
を
決
定
す
る
の
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

四　

事
前
の
市
場
予
想
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る

　

F
O
M
C
の
金
融
政
策
発
表
に
際

し
て
、
事
前
に
市
場
関
係
者
が
ど
の

く
ら
い
の
数
字
が
発
表
さ
れ
る
か
を

予
想
し
た
数
字
が
出
回
り
ま
す
。
そ

の
発
表
は
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
影

響
を
及
ぼ
し
市
場
関
係
者
の
予
想
と

乖
離
が
あ
る
か
な
い
か
で
大
き
く

違
っ
て
き
ま
す
。

　

F
O
M
C
の
発
表
と
市
場
予
想
が

一
致
し
て
い
れ
ば
、
株
式
市
場
や
為

替
市
場
は
大
き
く
反
応
し
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
た
と
え
ば
市

場
が
０
・
２
５
％
の
利
下
げ
を
予
想

し
て
い
る
と
き
に
０
・
５
％
の
利
下

げ
が
行
わ
れ
る
と
予
想
以
上
の
結
果

と
い
う
こ
と
に
な
り
株
価
に
影
響
が

出
た
り
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
数
字
そ
の
も
の
で
は
な

く
「
市
場
予
想
と
比
べ
て
ど
う
い
う

数
字
か
」を
注
目
し
て
い
ま
す
。

五　

日
本
の
将
来
の
景
気
を
見
通

す
た
め
に

　

利
上
げ
の
場
合
、
預
貯
金
や
債
券

の
魅
力
が
高
ま
っ
て
株
式
が
売
ら

れ
、
反
対
に
利
下
げ
の
場
合
、
預
貯

金
や
債
券
の
魅
力
が
低
下
し
て
株
式

が
買
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
投

資
家
は
将
来
の
予
測
を
立
て
て
投
資

判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
株

価
は
景
気
の
動
向
を
先
取
り
し
て
動

き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
景
気
を
見
通
す
に
は
株

式
市
場
の
動
向
が
参
考
と
な
る
わ
け

で
す
。
日
本
の
中
央
銀
行
で
あ
る
日

銀
は
、
F
O
M
C
に
あ
た
る
「
日
銀

金
融
政
策
決
定
会
合
」
を
米
国
同

様
、
年
８
回
開
催
し
金
融
政
策
手
段

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、政
策
金
利
は「
ゼ

ロ
金
利
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

０
％
近
辺
に
誘
導
さ
れ
て
お
り

２
０
１
６
年
１
月
に
は
デ
フ
レ
脱
却

を
目
標
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
金
利
が
マ
イ
ナ
ス

に
設
定
さ
れ
る
と
、
金
融
機
関
は
中

央
銀
行
に
余
分
な
お
金
を
預
け
る
と

金
利
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
中
央
銀
行
に
預
け
る
よ
り
も

積
極
的
に
個
人
や
企
業
に
融
資
を
し

た
方
が
得
策
と
さ
れ
市
中
に
お
金
が

出
回
り
景
気
を
刺
激
す
る
効
果
が
狙

え
ま
す
。
将
来
の
景
気
を
見
通
す
た

め
に
は
、
１
年
未
満
の
貸
し
出
し
や

預
金
に
適
用
さ
れ
る
短
期
金
利
と
１

年
以
上
の
貸
し
出
し
や
預
金
に
適
用

さ
れ
る
長
期
金
利
と
の
差
を
み
る
こ

と
が
一
つ
の
手
段
で
す
。
短
期
金
利

は
中
央
銀
行
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
ま
す
が
、
長
期
金
利
は
一
般
的
に

は
市
場
の
予
想
や
期
待
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
短
期
金
利
が
１
％
で

10
年
国
債
の
利
率
（
長
期
金
利
）
が

５
％
だ
と
す
る
と
、
そ
の
国
の
経
済

は
今
後
も
一
定
の
成
長
を
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
日
本
は
、
10
年
国
債
の
利
回
り

を
０
％
近
く
に
固
定
す
る
政
策
を

と
っ
て
い
て
、
本
来
は
市
場
で
決
ま

る
は
ず
の
長
期
金
利
も
日
銀
が
固
定

し
、
短
期
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
政
策

も
続
け
て
い
る
た
め
両
方
が
操
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

F
O
M
C
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
金
利

と
景
気
の
関
係
を
理
解
し
、
日
本
の

長
期
金
融
政
策
の
操
作
を
い
つ
か
や

め
る
と
き
金
利
が
急
上
昇
し
経
済
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
及
ば
な
い
か
注

視
す
べ
き
で
す
。



5 月号─4

　皆さんは“これだけ努力をして時間もお
金も費やしてきたのに今さらやめるなんて
できない”と思った経験はありませんか。
これは「サンクコスト効果」といわれる心
理傾向のことで、これまで費やしてきた費
用や時間を“もったいない”、“せっかくだ
から”という感情に縛られ、合理的な判断
ができなくなることです。
　サンクコストとは直訳すると埋没費用、
つまり、すでに負担し回収できない費用の
ことです。サンクコスト効果はビジネスシー
ンにおいても陥りやすいもので、経営者は
回収不能なサンクコストが意思決定に影響
しないよう冷静な判断が求められます。
　たとえば、企業の新規のマーケティング
プロジェクトを多額の投資をして立ち上げ
て着手したものの顧客ニーズを読み間違い
不採算事業になったとしましょう。この場合、
合理的な判断をするとできるだけ早く撤退

を決めることが損失を拡大させないはずで
すが投資額や新規事業メンバーの頑張りを
思うとなかなか打ち切る決断ができません。
もう少し投資すればなんとかなると事業を
続けるうちに、サンクコストをさらに増や
してしまうのです。
　頭でわかっていても感情で動いてしまい
サンクコスト効果の影響を受けてしまいが
ちです。
　では、サンクコスト効果に陥らないため
には、どうすればよいでしょうか。まず、
ゼロベース思考を持つこと。過去にとらわ
れず白紙の状態で考えることです。回収不
可能なコストを割り切ることで損失を最小
限に抑えることができます。
　次に、第三者の声を取り入れること。利
害関係の渦中にいると冷静な判断が難しく
なります。信頼できる第三者に状況を見て
もらい客観的な意見を求めるのは、有効な
対策です。今は今、過去は過去と割り切る
ことで新たな一歩を踏み出すことが重要で
す。

サンクコスト効果

　「ご愛顧」は、ビジネスシーンで挨拶によ
く用いられます。取引が多い会社に感謝を
伝える言葉ですが、正しく使えているでしょ
うか。
　「ご愛顧」は「目をかける」という意味です。
かつては商人や芸人が自分たちに特別目を
かけて力添えしてくれる相手にへりくだっ
てお礼を言う時に「ご愛顧」が使われてい
ました。現在ではビジネスシーンにおいて
いつも依頼・注文してくれる取引先や顧客
に対して使います。
　ご愛顧という言葉は、金銭的な取引を含
んでいることから、どんな取引先にも使え
る「お世話になっております」と同様には
使えません。また、お世話になっている上
司や先輩など目上の人には使用できないの
で、注意が必要です。目上の方には、「ご
厚情」を使うとよいでしょう。
　ビジネスにおいて良好な関係を築くため
にはいずれも欠かせない言葉です。

「ご愛顧」の使い方　
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